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陸上 ○　アイシング用氷は、各学校で準備。

水泳 ●　特になし。

バスケットボール
○　試合中の生徒の負傷については、指示があってから動く。
　　（大会役員が救護依頼をします）

サッカー 〇　審判・競技役員の指示があれば競技場内にて手当は可能です。

ハンドボール ●　特になし。

軟式野球
〇　監督本部審判（チームの選手）全員でけが人等へのフォローをしています。
〇　応援が必要な時は本部から救護の先生にお声掛けします。
〇　試合出場の判断は監督・本人（保護者）でしています。

体操 ●　特になし。

新体操 ○　サブ会場については競技役員を配置します。

バレーボール

○　出血を伴うけがの場合
　　 出血が止まるまで試合を中断する。（競技者交代でゲームを再開するか、止血を待つか）
　　　　→　止血処置をお願いすることがある。（鼻血程度まで）

○　明らかに協議続行が不可能な怪我の場合
　　 試合を中断し、負傷者をコートの外に出す。
　　　　→　応急処置をお願いすることがある。（固定・止血等）
　　　       チーム引率者が同伴し病院へ搬送

○　応急処置を要する怪我の場合
　　 チーム引率責任者・負傷者の保護者で対応
　　　　→　初期の診察をお願いする。（けがの見たて）

○　養護教諭を必要とする場合・場面
　　競技中はありません。
　　基本的に審判が試合を止め、監督と競技部長が確認する。
　　　　→　確認後、応急処置をお願いすることがある。

ソフトテニス
○　タイムは５分×２
　　　最長１０分以内で手当てをする。それ以上かかる場合は棄権となる。

テニス
〇　試合中３分以内の手当てをすることができる。
〇　熱中症は救護の意見を参考に審判・競技役員が継続・棄権の判断を行う。
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県総体・新人大会における各競技救護担当者への要望事項及び注意事項

卓球

〇　競技中の病気やけがの場合、顧問や救護の先生が選手に触れても大丈夫。
〇　競技中の病気やけがによる試合の継続棄権の判断は顧問が行う。
〇　出欠の場合は試合を中断し応急処置を行う。
〇　緊急時の救急車の要請については顧問が判断する。

バドミントン

○　試合中にコーチ・監督が生徒に触れて治療は行わない。
○　けいれん、熱中症などの状況が生じた場合は１分程度の時間をおいて、監督と選手が相
談し、継続・棄権を判断する。養護教諭からの応急対応は可。ただし、命にかかわる場合を除
いて治療はしない。
○　出血の際は３分程度の応急処置が可能。
○　養護教諭に試合継続の判断をあおぐことはない。
○　試合中の生徒の負傷については、本部から養護教諭に依頼する。

ソフトボール ●　特になし。

柔道

〇　例えば指が脱臼 した場合には、主審は「待て」又は「そのまま」を宣告して試合を中断し、
脱臼した指を試合者自ら復すことを認める。試合者が同じ指の整復を行うことは２回まで認め
られる。
同じ脱臼を３回目に負った時点で、当該試合者は試合続行が不可能であると みなされ、主審
は副審と合議した上で試合を終了し、相手の試合者に「棄権勝ち」を 与える。(症状により
テーピングを渡す）

〇出血を伴う負傷があった場合、主審は救護を呼び、止血させる。同じ部位の止血は２回ま
で受けることができる。同じ部位の３回目の出血の時点で、主審は副審と合議したうえで、試
合者自身の安全のため試合を終了し、相手の試合者に「棄権勝ち」を与える。
　出血が止まらず、覆うことができない場合は相手の試合者に「棄権勝ち」が与えられる。
（止血できない場合は棄権となるので、相手選手などに血が付着しないように止血を行う。）

〇医師（救護）処置は場外のメディカルテーブルの近くで行われ、怪我をした選手には審判員
が必ず帯同すること。
　　ａ）　軽微な負傷や損傷の場合
　　　　　爪の損傷の場合、救護は爪を切ることを手伝うことができる。
　　　　　救護は急所の負傷を調整するのを手伝うことができる。
　　ｂ）　出血を伴う負傷の場合
　　　　　安全面の見地から、出血がある場合には、必ず救護が粘着テープ、包帯、鼻用の止
       血栓などを用いて処置し、完全に出血箇所を覆わなければならない（血液凝固剤や止血
　　　剤の使用が認められる）。
　　　　 医師（救護）が呼ばれたときは、できるだけ短時間に済まされなければならない。
      （注）：上記の状況以外で、救護が試合者に何らかの処置を施したときは、その試合者の
           相手が「棄権勝ち」となる。
         （救護は、医療援助行為は行うが、試合続行が可能か否かの判断はしない。）

剣道
●　特になし
○　負傷または事故などがおきた場合、試合継続の可否判断は原則として５分以内である。

相撲 ●　特になし

　　※　競技部より説明をさせますので、よろしくお願いします。


